
８2024年（令和6年）7月31日（水曜日）（第三種郵便物認可）
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　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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根
釧
圏
（
シ
マ
フ
ク
ロ
圏
）
発
展
推
進
機
構
で
は
、
７
月
９
日
（
火
）
か
ら

日
（
木
）

ま
で
の
３
日
間
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
早
期
解
決
に
向
け
た
要
望
を
行
う
た
め
、
札
幌

・
東
京
の
関
係
省
庁
お
よ
び
国
会
議
員
や
北
海
道
議
会
議
員
を
訪
問
し
、
地
域
の
実
情
を

訴
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要望書を手交する栗林会頭（左から２番目）ら

昨年度開催した創業スクールの様子

当所入口に展示しているパネル

授賞式で表彰を受ける

中島実行委員長（中央）

　
当
所
で
は
、
釧
路
市
と
の
共

催
に
よ
り
『
令
和
６
年
度
く
し

ろ
地
域
創
業
ス
ク
ー
ル
』
を
９

月
３
日
（
火
）
か
ら
道
東
経
済

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
講
す
る
。

　
本
ス
ク
ー
ル
は
、
地
域
の
支

援
機
関
や
専
門
家
と
連
携
し
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
創

業
の
準
備
や
経
営
に
関
す
る
基

礎
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
創

業
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

の
作
成
を
通
じ
て
事
業
の
イ
メ

ー
ジ
を
形
に
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
す
。

　
対
象
は
、
創
業
を
具
体
的
に

計
画
し
て
い
る
方
や
３
年
程
度

の
間
に
創
業
し
た
い
と
い
う
目

標
が
あ
る
方
、
創
業
・
独
立
開

業
か
ら
間
も
な
い
方
、
地
域
課

題
解
決
の
た
め
創
業
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
方
な
ど
で
、
受
講

料
は
１
万
円
（
税
込
）
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

月
７
日

（
木
）
ま
で
の
全

回
（
詳
細

は
左
記
）
で
、
時
間
は
午
後
６

時

分
〜
同
８
時

分
。
支
援

機
関
職
員
や
専
門
家
な
ど
が
講

師
を
務
め
、
前
半
は
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
や
経
理
・
雇
用
な
ど
の

基
礎
を
学
び
、
後
半
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
個
別
相
談
で
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
の
策
定
や
磨
き
上

げ
、
最
終
回
に
は
受
講
者
が
作

成
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
発

表
と
修
了
式
を
行
う
。

　
な
お
、
ス
ク
ー
ル
修
了
後
も

創
業
の
実
現
に
向
け
て
当
所
の

経
営
指
導
員
や
専
門
家
が
継
続

し
て
本
格
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
の
策
定
や
、
よ
り
具
体
的
な

開
業
へ
の
準
備
を
個
別
で
サ
ポ

ー
ト
す
る
。

　
受
講
の
申
し
込
み
は
、
８
月

日
（
月
）
ま
で
受
け
付
け
て

い
る
が
、
定
員

人
に
達
し
次

第
締
め
切
る
。

　
ス
ク
ー
ル
の
詳
細
や
お
問
い

合
わ
せ
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
ま
た
は
経
営
相
談
課
０
１
５

４
（

）
４
１
４
３
ま
で
。
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当
所
で
は
、
夏
の
観
光
客
や

長
期
滞
在
者
な
ど
の
誘
致
を
図

る
た
め
、
釧
路
の
涼
し
さ
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。

　
近
年
、
全
国
各
地
で
記
録
的

な
猛
暑
が
続
く
中
、
釧
路
は
霧

の
影
響
で
６
〜
８
月
の
平
均
気

温
は

℃
と
、
ひ
と
際
低
く
、

避
暑
に
訪
れ
る
長
期
滞
在
の
ま

ち
と
し
て
も
人
気
が
あ
る
。

　
そ
の
魅
力
を
広
め
よ
う
と

『
笑
え
る
く
ら
い
涼
し
い
ま
ち
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
霧

の
か
か
る
ま
ち
や
炉
端
な
ど
、

釧
路
の
名
物
を
詰
め
込
ん
だ
写

真
と
と
も
に
「
ま
だ
夏
に
汗
か

い
て
る
の
？
」
「
炭
火
が
ち
ょ

う
ど
良
い
暖
か
さ
だ
わ
ぁ
」
と

い
っ
た
ク
ス
ッ
と
笑
え
る
フ
レ

ー
ズ
の
入
っ
た
パ
ネ
ル
や
ポ
ス

タ
ー
を

種
類
作
成
し
た
。

　
現
在
、
パ
ネ
ル
と
ポ
ス
タ
ー

は
道
内
外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
や
当
所
、
釧
路
信
用
金
庫
を

は
じ
め
市
内
・
東
京
の
関
係
各

所
で
展
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に

同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
を
当
所
窓
口
で
配
布
し
て
お

り
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
。

　
こ
の
ほ
か
、
中
島
菓
子
舗
と

企
画
し
た
『
釧
路
は
涼
し
い
‼
』

焼
き
も
な
か
ク
ッ
キ
ー
（
１
枚

１
３
０
円
）
も
受
注
販
売
中
で
、

注
文
後
１
週
間
程
で
受
け
渡
し

で
き
る
。

　
今
後
は
、
動
画
を
作
成
し
全

国
へ
の
発
信
を
計
画
し
て
い
る

ほ
か
、
芸
能
人
に
涼
し
い
釧
路

を
体
験
し
て
も
ら
う
機
会
が
あ

り
、
そ
の
様
子
が
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
に
上
が
る
予
定
。

　
当
所
青
年
部
や
東
北
海
道
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で

組
織
す
る
実
行
委
員
会
主
催
の

『
く
し
ろ
ウ
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
』

が
、
第

回
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

で
大
賞
に
次
ぐ
賞
の
内
『
日
本

商
工
会
議
所
奨
励
賞
』
を
受
賞

し
た
。
同
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
健
康
づ
く
り
を
し
、
ツ

ー
リ
ズ
ム
や
産
業
・
地
域
振
興

に
貢
献
し
た
団
体
、
企
業
な
ど

を
顕
彰
す
る
も
の
。

　
本
事
業
は
、
周
遊
型
の
ス
ケ

ー
ト
リ
ン
ク
を
設
置
し
、
市
民

や
観
光
客
が
氷
都
釧
路
の
冬
を

楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
２
０

２
１
年
か
ら
開
始
。
厳
冬
期
の

北
海
道
に
人
を
呼
び
込
む
ア
イ

デ
ア
や
、
地
域
課
題
を
捉
え
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
つ
つ

地
域
一
丸
と
な
り
運
営
し
て
い

る
点
が
評
価
さ
れ
た
。

　

日
（
火
）
に
は
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
授
賞
式
が
行
わ

れ
、
中
島
仁
実
実
行
委
員
長
ら

が
出
席
。
中
島
委
員
長
は
「
関

係
者
全
員
の
栄
誉
。
幼
稚
園
児

や
学
生
、
障
が
い
者
、
行
政
、

民
間
企
業
な
ど
地
域
一
丸
と
な

っ
て
実
現
さ
せ
た
パ
ー
ク
が
評

価
さ
れ
嬉
し
く
思
う
」
と
喜
び

を
語
っ
た
。

　
「
特
定
商
工
業
者
法
定
台
帳
」

の
作
成
・
管
理
運
用
に
関
わ
る

負
担
金
納
入
の
ご
案
内
を
８
月

上
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　
特
定
商
工
業
者
と
は
、
地
域

の
商
工
業
の
指
標
と
な
る
一
定

規
模
以
上
の
企
業
の
こ
と
で
、

商
工
会
議
所
法
に
定
め
ら
れ
た

条
件
に
該
当
す
る
企
業
で
あ
れ

ば
会
員
・
非
会
員
問
わ
ず
法
定

台
帳
へ
の
登
録
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ご
登
録
い
た
だ
い
た

事
項
は
当
所
が
行
う
事
業
の
適

正
か
つ
円
滑
な
実
施
を
目
的
と

し
て
の
み
運
用
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
０
１
５
４
（

）

４
１
４
１
ま
で
。

特
定
商
工
業
者
に
該
当
す
る

商
工
業
者
の
皆
さ
ま
へ
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当
機
構
は
、
根
室
・
釧
路
商

工
会
議
所
と
同
管
内
に
所
在
す

る

の
商
工
会
で
構
成
し
、
経

済
界
の
立
場
か
ら
地
域
の
課
題

を
伝
え
、
両
圏
域
が
抱
え
る
懸

案
事
項
の
早
期
解
決
を
図
る
た

め
に
活
動
し
て
い
る
。

　
今
回
の
要
望
に
は
、
当
機
構

の
代
表
幹
事
を
務
め
る
根
室
商

工
会
議
所
の
山
田
康
志
会
頭
と

当
所
の
栗
林
定
正
会
頭
、
幹
事

を
務
め
る
根
室
管
内
商
工
会
連

合
会
の
上
原
芳
昭
会
長
、
釧
路

管
内
商
工
会
連
合
会
の
土
井
茂

人
会
長
ら
９
人
が
参
加
し
た
。

　
９
日
（
火
）
に
行
っ
た
札
幌

の
要
望
で
は
、
北
海
道
庁
、
根

室
・
釧
路
地
域
選
出
の
道
議
会

議
員
、
国
土
交
通
省
北
海
道
開

発
局
、
経
済
産
業
省
北
海
道
経

済
産
業
局
を
訪
問
。

　

日
（
水
）
、

日
（
木
）

の
東
京
要
望
で
は
、
鈴
木
貴
子

衆
議
院
議
員
、
伊
東
良
孝
衆
議

院
議
員
、
鈴
木
宗
男
参
議
院
議

員
や
、
国
土
交
通
省
北
海
道
局

・
港
湾
局
・
道
路
局
・
航
空
局
、

外
務
省
欧
州
局
、
農
林
水
産
省

水
産
庁
・
畜
産
局
、
内
閣
府
北

方
対
策
本
部
、
経
済
産
業
省
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
環
境
省
自

然
環
境
局
・
財
務
省
を
訪
れ
て

要
望
書
を
手
交
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
声
を
直
接
届
け
、

懸
案
事
項
の
早
期
解
決
に
向
け

て
協
力
を
求
め
た
。

　
今
回
は
、
道
路
・
港
湾
な
ど

の
社
会
基
盤
の
整
備
や
水
産
や

酪
農
・
畜
産
、
石
炭
な
ど
の
産

業
基
盤
の
安
定
・
充
実
、
北
方

領
土
問
題
へ
の
対
応
、
医
療
環

境
の
整
備
や
新
規
項
目
『
釧
路

川
流
域
の
河
川
空
間
の
基
盤
整

備
』
な
ど
を
含
む

項
目
の
要

望
を
行
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
、
根
室
・
釧
路
地

域
は
日
本
の
１
次
産
業
を
支
え

る
重
要
な
地
域
と
な
っ
て
い
る

が
、
不
十
分
な
交
通
イ
ン
フ
ラ

や
、
２
０
２
４
年
問
題
に
伴
う

人
手
不
足
な
ど
、
地
域
の
抱
え

る
課
題
は
多
く
、
安
定
し
た
食

料
供
給
を
維
持
・
継
続
す
る
た

め
に
も
、
遅
れ
を
と
る
道
路
や

港
湾
施
設
な
ど
必
要
な
社
会
基

盤
の
整
備
を
強
く
求
め
た
。


